









目    次 
 
はじめに ··································································· 1 
 
1．望月市民社会論の累重性 ·················································· 2 
 
2．望月清司氏の研究回顧 ···················································· 5 
 
3．中世における市民社会 ···················································· 9 
 
4．『要綱』依存関係史論理解の独自性 ········································· 12 
 
5．日本固有の市民社会論の意義 ·············································· 19 
 
6．植村邦彦氏の市民社会論批判 ·············································· 21 
 
 




2015. 2. 20 






























































の精緻化、である（村上 2000、134 頁）。 
その際、筆者は望月氏の初期主要作品として、1964 年から 1966 年にかけて行なわれた中世
ヨーロッパにおける一連の農奴制研究と、マルクス『資本制的生産に先行する諸形態』研究を
取り上げた。 













































ち、1969 年 5 月「マルクス歴史理論の形成－分業論的歴史分析の展開－」（望月清司 1969-1）、
同年 9 月「マルクス封建社会観の基礎視角－ウェーバーの都市･封建制論にふれて－」（望月清

















ところで筆者のこの 2000 年の考察は、1968 年の望月『ド・イデ』論文から続く 1970 年まで
の諸論稿を発表順に並べて概観したものであった。しかし 2009 年から 2010 年にかけて行なっ
－ 5 － 
た望月氏へのインタビューでは、1968－69 年の『思想』三論文は、構想は発表の逆の順番であ




2009 年 10 月から翌年 1 月にかけて、望月清司氏から研究生活を振り返っていただく機会を





































先行する諸形態』への内在だった。望月氏は 1961 年 2 月から 1964 年 5 月にかけて『諸形態』
研究に関する 6 つの論文･研究ノート（そのうちの一つは第 1～4 までの論稿をまとめたもので
あるから、実質的には 5 本）を発表する。この一連の『諸形態』分析に関して、インタビュー
の中で著者はそれを次のように整理した。「6 本の御論文では 4 点ほどのことが書かれているの
ではないかと思います。一つは、“唯物史観”のこの“生産様式継起的発展説”というやつを『諸






ますが、この歴史的起源を探ったものとして、『諸形態』を読む」（望月 2011、13－14 頁）。 
とりわけこの研究で、望月氏が意識していたのは、大塚久雄『共同体の基礎理論』だった。
望月氏は言う、「日本に初めて『フォルメン』（『諸形態』）がロシア語から翻訳されたのが 49









































－ 8 － 
1966 年まで『諸形態』研究が行なわれたのだった。その後、1966 年から 1967 年のドイツ留学
を経て帰国後、1968 年の「『経・哲草稿』における事物の疎外と自然の疎外について｣（『専修






















に 3 本になったんだ」（望月 2011、24 頁）。その結果、『思想』3 論文は次のような順番で発表
された。 
1968 年 12 月「『ドイツ・イデオロギー』における｢分業｣の論理」 
1969 年 5 月「マルクス歴史理論の形成－分業論的歴史分析の展開－」 






























にした第 1 規定の理解を困難としている最大の理由であろう」（望月清司 1968-1、17 頁）。この
『経・哲草稿』に欠けた分業論を望月氏は『ド・イデ』の中に読み取ることとなるのである。 






































－ 11 － 

































である」（同 116－119 頁）。 
































望月氏の『思想』三論文のうち、第二論文は 1969 年 5 月「マルクス歴史理論の形成－分業論



































































































流してしまうことにならないであろうか」（望月清司 1968-1、65 頁）と断じるのだった。 
この望月氏の依存関係史論の独自性は、当時なかなか理解されなかった。同時期に『経学批
－ 16 － 
判要綱』研究を、『思想』誌上に次々と発表し、注目されていた平田清明氏もまた人格的依存を








































































































































































































































































































の多い表現で言い換える必要はあるのだろうか」（同 317 頁）と植村氏は述べて、1970 年代に
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そこでは新たに 2 つの章が加わっている（全 7 章）。その後、1974 年に『新版アダム・スミ
スの市民社会体系』が岩波書店より出版され、さらに 2 章と補論が二つ加わる。 



















































－ 29 － 
二分に理解した上で、マルクス労働過程論において形成される意識を「道具的意識」と名付
け（『認識と関心』）、これに生活世界におけるコミュニケーションによって形成される意識を
対置した（『コミュニケーション的行為の理論』）。この意識によって「生活世界の植民地化」
に対抗し、さらにはコミュニケーション的行為の合理化の末に、公共圏における規範の妥当
性が討議され、社会規範の変革が可能になるというのが彼の構想である。問題は、彼が労働
過程論において形成される意識ではなくて、コミュニケーションにおける意識に重点を置い
た論理にある。彼がなぜそうした論理を立てたのかは、理解できないことはない。経済、政
治の領域から｢道具的意識｣をもって人々を｢顧客化｣し、人々は受け身の顧客に甘んじる現代
資本主義を批判したいからである。この点において彼は、まことにフランクフルト学派の思
想的継承者である。しかしながら、彼が意識形成過程を、労働・交換過程から遊離させた結
果、今日、市民社会的社会統合を論じる若手研究者の中には、社会統合のための対他的｢信頼｣
の発生原理を考察するとき、財の交換行為から説明しようとする試み（Ostram/Ahn2003）に
対して、それを個人の功利性に基づいた経済的論理であると批判し、さらにはオストラムを
拡大解釈して対他的な｢約束｣における発話の自己拘束性なるものから説明しようとする試み
（Seubert2009）が見受けられた。どちらが説得的であるかは明らかだろう（村上俊介 2011-2
参照）。後者は明らかにハーバーマスの（悪しき）影響下にある。 
